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の
は
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
次

年
度
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
を

踏
ま
え
つ
つ
、
リ
ス
ク
を
超
え

て
挑
戦
す
る
企
業
経
営
や
地
域

経
営
の
道
を
探
る
。

　

具
体
的
に
は
春
（
６
月
）
は

「
産
業
の
新
潮
流
に
挑
む
企
業

経
営
」
秋
（
10
月
ご
ろ
）
は
「
地

方
創
生
の
条
件
～
地
域
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
」

と
題
し
て
２
回
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、
基
調
講
演
と
パ

ネ
ル
討
論
を
通
じ
て
討
議
す

承
認
し
た
。

　

事
業
計
画
の
柱
と
な
る
年
間

調
査
研
究
テ
ー
マ
は
「
地
域
の

分
水
嶺
～
リ
ス
ク
を
超
え
て
挑

戦
す
る
」。
日
本
経
済
は
、
大

手
企
業
を
中
心
に
収
益
は
伸

び
、
有
効
求
人
倍
率
も
23
年
振

り
の
高
さ
を
示
す
一
方
、
民
間

設
備
投
資
の
減
少
で
４
～
６
期

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る

な
ど
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
乖
離

が
見
ら
れ
る
。

　

中
国
経
済
も
不
確
実
性
を
増

す
一
方
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
４
・
０
、
Ａ
Ｉ
、
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
な
ど
産
業
の
新
潮
流

も
押
し
寄
せ
て
い
る
。
人
口
減

少
が
深
刻
化
す
る
中
、
本
県
も

大
き
な
転
換
点
に
立
っ
て
い
る

る
。

　

議
事
で
は
28
年
度
収
支
予
算

案
も
了
承
し
た
。
ま
た
、
総
会

後
の
理
事
会
で
松
井
純
代
表
理

事
会
長
の
退
任
に
伴
い
、
後
任

に
大
石
剛
静
岡
新
聞
社
社
長
を

選
任
し
た
。

　

当
懇
話
会
の
提
言
で
設
置
さ

れ
た
「
中
部
地
域
経
営
会
議
」

に
つ
い
て
、
前
年
度
の
「
中
部

地
域
の
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
～
起

業
・
創
業
編
」
に
続
い
て
「
女

性
の
活
躍
編
」
を
研
究
し
て
い

る
経
過
が
報
告
さ
れ
た
。

総
会
後
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
後
藤
謙
次
氏
に
よ
る
記
念
時

局
講
演
会
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
と
参
院
選
の
行
方
」
が
行
わ

れ
た
。

（
４
～
５
㌻
に
講
演
抄
録
）

◇

　

講
演
会
後
、
会
員
親
睦
会
も

開
か
れ
、
政
治
や
経
済
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
・
静
岡
県
中

部
未
来
懇
話
会
の
平
成
27
年
度

臨
時
社
員
総
会
が
３
月
11
日
、

静
岡
市
の
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静

岡
で
開
か
れ
た
。
正
会
員
、
特

別
会
員
、
賛
助
会
員
合
わ
せ
て

約
１
０
０
人
が
出
席
し
、
28
年

度
事
業
計
画
な
ど
を
原
案
通
り

28
年
度
事
業
計
画
な
ど
承
認

新
会
長
に
大
石
静
岡
新
聞
社
長
選
任

静岡県中部未来懇話会　平成27年度臨時社員総会

ＩｏＴなど新産業の潮流を探る


